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三陸~伊豆諸島海域におけるマサパ太平洋系群の漁場形成と漁場環境

深代邦明・平本紀久雄

はじめに

マサバ太平洋系群は，産卵場の伊豆諸島海域から索

餌場の三陸一北海道東方沖合域までの広域を主な生活

域とする，わが国周辺に分布するマサパのうち，最大

の系群である。マサパ太平洋系群を漁獲対象とし，上

記の海域で操業している漁船漁業には，まき網，たも

抄い，ハイカラ釣り，延縄等がある。これらのなかで，

規模の大きな漁業はまき網とたも抄いの 2つで，それ

らはいずれも千葉県の主要な漁業でもある。なかでも，

まき網漁業によって太平洋系群マサパの大半が漁獲さ

れている。また，たも抄い漁業によって未成魚・成魚

の越冬期，成魚の産卵期のマサパが漁獲対象になって

いる。とくに，三隆一犬吠埼i中を漁場としている 9-

12月(未成魚および成魚それぞれの索餌南下期から越

冬期に該当する)の漁獲量は年間の50-90%を占めて

いる。

道東・東北海域におけるまき網のマサパ漁獲量は

1964年以後増加し， 1970-1975年には50万トン前後の

高水準で安・定していたが，道東沖漁場でj急減した1976

年には28万トンに低下した。しかし， 1977年から三陸

沖の漁獲量は増加し， 1978年には94万トンに達したが，

翌1979年以後減少し， 1980年には43万トンとなった。

さらに， 1981年以降には30万トン前後の低水準で経過

している。

一方，伊豆諸島域を中心としたたも抄い(1975年以

前は主にハネ釣り)によるマサバ漁獲量は1965-1970

年には9万トン以上の高水準であったが，以後次第に

減少していき1971-1975年の 5年間には5万トンを下

まわった。ハネ釣りからたも抄い漁法に変わった1976

-1981年にふたたび高水準になったが， 1982年以降激

i成している。

1980年代に入ってマサバの資源量が{氏くなってから

は，まき網，たも抄いともに海j兄条件により，マサパ

の漁況が大きく左右されるようになった。そこで，著

者らはマサパの漁況と海況との関係について1984-

1988年の資料をもとに検討し，若干の匁況を得たので

報告する。

材料と方法

本報告で用いた生物測定データは， 1984年 1月一

1988年6月に主にまき縞およびたも抄いにより漁獲さ

れたマサノて443標本42，953尾の体長・体重と272標本

7，935尾の性別，生殖腺重量，胃内容物重量，腹腔内

付着脂肪重量である。さらにマサバ成魚の生活年周期

を区分するため， KG (成熟係数)およびFICE旨肪最

指数)を次式より求めた。

KG=10'X生殖腺重量/尾叉長3

FI=10'xl腹腔内脂肪重量/C体重 宵内容物重量)I 

またI j，魚況データは，まき網については三隆一房総

海域で操業した1984-1987年の 9-12月の船関連絡に

よる漁獲情報延べ203日4，784投網分，たも抄いについ

ては1984-1988年の 1-6月の標本漁船12隻による延

べ193日1，317操業分の資料である。これら漁況資料に

は操業月日，操業人数，操業位置，銘柄別漁獲量，漁

場水温等が記載されており，これらをもとに日別に

CPUE (まき網では l絹当り漁獲量，たも抄いでは 1

人当り漁獲量)，資源量指数 (10分子!日ごとのCPUE

の累積債)および平均漁場水温を求め，それらと魚、群

の質的変化の対応;を検討した。

さらに漁業別に各生活年周期ごとの単位面積あたり

平均漁獲量を表し，その時期の水温分布図，あるいは

黒潮流路(まき網では東北区水産研究所海洋部作成の

100m水温分布図，たも抄いでは海上保安庁作成の黒

潮流軸図)との関連を検討した。

結果と考察

1.漁業種類別マサパ漁獲量と来遊資源量水準の経年

変化

9 -12月に三陸一房総海域で操業しているまき網の

マサパ漁獲量は1964年には 2万トンであったが，以後

増加して1宮70-1975年には40-60万トンを維持してい

た。 1976年には27万トンに低下したものの， 1977年に
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図1 9 -12月漁期のまき網によるマサパ漁獲量の経年変化
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図2 9 -12月漁期のまき絹によるマサノてCPUEの経年変化

1967-1987年 (東北水研八戸支所未発表資科)

ふたたひ¥急増し， 92万トンになった。しかし，以後急

速に減少し， 1982年には19万トンに低下した。そして

1982-1987年には20-45万トンの低水準で終始してい

た(図 1)。

三陸一房総海域で操業しているまき網のCPUE(9 

-12月)の経年変化からマサパの来遊資源量の多寡を

推定すると，次のとおりである。 1967年から年々増加

し， 1978年には194トン/網の最高値を示した。また，

1970~1980年にはほぼ100 トン/網以上の高い水準で

あった。しかし， 1981 ~1987年には急速に低下し， 50 

トン/網前後の低い水準となっていた(図 2)。

また，各年の月初漁獲割合をみると， 9 ~10月の漁

獲割合は1965~1975年には， 1971~1972年の48% を除

き， 50%を上まわっていたが， 1976~1980年には25~

50%に低下し， 1981年以降にはさらに低下し， 5 ~30 

%となっていた。とりわけ， 1984~1987年には 5 ~10 

%に低下して，漁期末の1l~12月に盛漁となっていた
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図3 まき網によるマサパの月別漁獲割合の経年変化
1964-1987年
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図4 1~6 月漁期のたも抄いによるマサパ漁獲量の

経年変化 1964-1988年(東日本サパ釣生産調整組合資科)

(図 3)。
たも抄いによるマサバ漁獲量は， 1965~1970年には

9 ~13万トンの高水準であったが，以後減少して1971

~1975年には 5 万トンを下まわった。 1976~1981年に

はふたたび7~18万トンの高い水準となったが， 1982 

年以降， 1 ~3万トンのきわめて低水準になった(図

4)。年ごとの月別漁獲割合をみると，おおむね来遊

資源量が高水準であった1965~1980年には漁期前半

(l ~3 月)の漁獲割合が高く，漁期後半 (4 ~ 6月)

に低かった。一方，来遊資源量が低水準となった1981

~1985年では漁期前半に漁獲割合が低く，漁期後半で

高かった。しかし，来遊資源量水準がさらに低くなっ

た1986~1988年には， i，((¥期前半の漁獲割合が増加して

いる(図 5)。

このことから，まき斜による盛漁期はマサパの来遊

資源最が高水準であった1965~1975年には 9 ~10月に

みられたが，低水準になった1981~1987年には1l~12

月に移っている。

2， FIおよびKG値の季節変化

まき網によるマサパの漁場域は三陸沖から犬吠埼南
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それぞれ示しの季節変化を図 7に，下. KGと呼ぶ)

た。

FIは毎年 lJl前半には 1前後であるが，その後次第

に低下し. 2-3月には0.1-0.2を不L.最低となっ

た。 FIが最低になる時期は. 1985年には3月末であっ

たが. 1986-1987年には 2月末であった。

また，釣りによる漁獲物のFIはまき網のものよりも

全般に低いが. 1985年12月や1986年12月のようにまき

網漁獲物とIi;J程度の値を示すこともあった。

KGは通常2Jl以降高くなり. 3-4)Jに5以上を

示し最高となるが 5月以降急速に低下し 7月には

1-2になり. 8-12月にはすべて 1以下になった。

なお. 1985-1987年にまき網によって漁獲されたマ

サパのKGは. 2 -4月には 1前後を示し低かったが，

その後増大して6月には 3-4を示した後，ふたたび

低下した。このことから. 1985-1987年には犬吠埼沖

東沖海域までの北部海域であり，一方，たも抄いを含

めた釣(ハイカラ釣，立縄，ハネ釣)のマサパの漁場

域は犬吠埼南東i'!'海域から伊豆諸島海域までの南部海

域に限定されている。このように漁場域が漁業種類に

よってそれぞれ異なっているので，各年の漁業種類別

のマサノミ雄の平均FI値(以下，単にFIと呼ぶ)の季節

変化を図 6に示した。さらに，マサバ雌のKG値(以
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資源量指数

平均漁場水iE

かったが， 3-5月にはほぼ同様な高まりをみせてい

た。

以上のように， KGが最高になる月にFIは最低にな

り，一方， FIが最高になる月にKGは最低になってい

る。

まき網漁期lに現れるマサパの体長組成は年によって

多少の遠いがみられるが，概ね次のとおりである。

1984年には漁期はじめの 9-10月から30-35cmの中型

魚が多く出現していたが， 1985-1987年には漁期はじ

めに，まず30cm以下の小型魚主体に現れ，次いで10月

中下旬に35cm以上の大型魚が主に現れていた。

また，たも抄い漁期では初漁期(l月)から 5月中

旬ごろまでは主として30cm以上の中大型魚で占められ

ていたが， 1984年を除いて毎年5月中旬ごろから小型

魚の出現割合が増えていた。
%1∞「一室童三宮胃昭明戸- 以上のような， FI' KG・体長組成の季節変化を手

掛かりに，マサパの質的区分を次のように行った。- 脂肪量指数
5。ト斗議長乞~! 一一一一-

OT-~~ 3.マサパの質的区分
1 2 3 4 5 6 

.fl 

図9-5

以北のまき網漁場には 1-4月には産卵に加わらなかっ

た未成魚群が主に分布 L，6月になって産卵後の成魚

群の一部が加わってきたものと考えられる。一方，

成魚・未成魚の区分は，宇佐美にしたがって，体

長(尾叉長)30cm以上を成魚とし， 30cm未満を未成魚

として扱った。また，字佐美はKG5以上の雌親j魚、

を産卵群とし，渡部)は雌のKGが5J-:J.上になると産

卵が開始するとしている。そこで， 1*のKGの平均が

5以上の期間を「産卵苦手jとした。

1984年1-2月にまき網によって漁獲されたマサパの

KGは釣りによって漁獲された同時期のものよりも低

成魚の質的区分，すなわち， 9月から翌年6月にい

たる成魚の生活年周期は，図 8-1，2，3，4および図 9

表 1 まき網漁期におけるマサパ成魚の生活年周期とその出現期間の経年比較

年 索餌南下期I 宗餌南下期E 越冬期

1984 9月1日一10月21日 10月22日一II月20日 II月21日一12月31日

1985 9月1日一10月30日 10月31日一11月30日 12月1日一12月31日

1986 9月1日一10月31日 II月1日一11月28日 11月298-12月31日

1987 9月1日一10月15日 10月16日一11月19日 11月20日-12月31日

表2 たも抄い漁期におけるマサパ成魚の生活年周期とその出現期間とその出現期間

年 越冬期j 産卵期 索餌北上期

1984 1月1日一 3月22日 3月23日一 4月2日 4月3日-6月30日

1985 1月1日-3月15日 3月16日-5月20日 5月21日一 6月30日

1986 1月1日一 3月4日 3月5日-4月11日 4月12日-6月30日

1987 l月18-3月1日 3月2日-4月7日 4月8日-6月30日

1988 1月1日一 2月25日 2月26日一 4JJ 10日 4月1I日-6月30日
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1，2，3，4，5に示すように，次のように区分される。

秋季以降，三陸一房総海域に来遊する成魚の引は初

iR期から，徐々に高くなり， 2以上の高い{固体が最多

になる時点までの期間を「索餌南下期j，それ以後

KG5以上の個体のlil現割合が50%以上を占めるまで

の期間を「越冬期j，KG 5以上の個体が50%以とを

占めている期間を「産卵期j，またKG5以ドの個体

が過半数をふたたび占める期間を「索餌北上群jと，

それぞれ定めた。さらに，索餌南下期は，ィ県知lはじめ

の中型魚(尾又長30cm前後)主体で， FIがl未満の個

体が比較的多く出現する「索餌南下期 Ijと，大型魚、

(体長35cm以上)の加入によってFIが増大する「索餌

南下期IIjに，それぞれ区分した。

このような規準によって年別に区分されたマサバ成

魚の生i舌年周期は，それぞれ表 1， 2に示すとおりで

ある。

4.生活年周期別マサパ成魚の集合様式と漁場環境

1 )まき網漁、業の漁獲対象となるマサバの集合様式

1984-1987年にまき網によって漁獲されたマサパ成

魚の生活年周期(回遊群)別の密度分布とその海洋条

件を図10-12にそれぞれ示した。

イ)索餌南下期 1 (9月上旬 10月中下旬) (図10-1，

2，3，4) 

1984年漁期のマサパ索餌南下期Iの漁場は三陸沖と

鹿島霊堂i中の暖水域 (100m深10-15'C) に若干形成さ

れた程度であった。 CPUEIまいずれの海区も低い。こ

の時期には親潮第 1，第2分校(loomi采5'C) とも

に39・40'Nまで南偏し，親潮系冷水が鹿島滋i中まで広

く張り出していた(図10-1)。

1985年の漁場は三陸沖の親潮系冷水域内に広く分散

して形成された。また，津軽暖流域内，鹿島灘i中暖水

域内 (100m深15'C)にも漁場が形成された。 CPUE

はほとんどの海区で低い。この時期には親潮系冷水

(100m深 5-10'C)が三陸全域を幅広く覆っていた

が，親潮の勢力は弱かった(図10-2)。

1986年のi帳場は38'-39' 30' Nの三陸南部沿岸域

(142-143' E)，伺沖合域 (145-146'E) にそれぞ

れ形成された。この年の海洋条件は親潮第1，第2分

校ともに勢力が強く，その先端は38'40' Nに達してい

た。したがって，沿岸域に形成された漁場は，八戸沖

の津軽暖流域内，三陸南部の金華山沖の暖水塊 (100

m深15'C)の北側縁辺 (144・E付近)，鹿島灘i中の暖

水塊内にもそれぞれ若干形成されていた。 CPUEはと

くに親潮第2分校沿いで高い海区が多く，漁場は親i朝

第2分校の先端から第 1分校の先端に連なって形成さ
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れていることからみても，マサパは沖合いの親潮第2

分枝に沿って来遊してきたものと，思われる(図10-3)。

1987年の漁場は，三陸南部の沿岸域からi'l'合域にわ

たって東西に広く形成された (39'N， 142-145' E) 

大型暖水塊(100m深10-11'C)の南側を迂回して，

親潮第2分校系冷水が金華山i中に接岸しており，親i朝

第1分枝は津軽暖流 (100mi?i115'C) と三i街中日差水塊

に南下を姐まれていたので，マサバ漁場は三陸沖暖水

塊の南側縁辺部と親潮第2分校の先端成を<1'心に，津

軽暖流域内にも形成された。 CPUEは第2分校の先端

でやや高い海区がみられるが，全般的には低かった

(図10-4)。

以上を整理すると索餌南下期 Iの各年の漁場は津軽

暖流域，鹿島滋沖暖水域内にも形成されるが，分布の

中心は親潮系水域内であった。全体のCPUEI土次の生

活年周期である索餌南ド期11，越冬期に比べ，各年と

も低い。漁場水温(表面水ilffi_)は各年ともに当初18-

20'Cであるが，徐々に低下し，その末期jには16'C台に

なった。 CPUEは各年とも低調なまま推移した。魚、体

は， 1984"1'と1987年には漁期前半は成魚、主体，後半は

未成魚主体であった。 1985年および1986年には漁期中，

すべて未成魚二主体であった。

ロ)索餌南下期11 (10月中下旬ーII月中下旬) (図II

-1，2，3，4) 

1984年には親潮第1分枝系の冷水が三陸南部海域に，

第2分校系の冷水が金華山からt1K!室埼i中にそれぞれ接

岸しており，漁場は八戸i中の津軽暖流域内 (100m深

15'C) ，第 l分校系冷水の先端である三陸南部沿岸域，

第2分校系冷水の先端である塩屋埼沖から犬吠埼i'l'の

暖水域内 (100mi架15-20'C)にそれぞれ形成されて

いたが，その中心は第2分校沿いの漁場であった。 C

PUEは冷水域の先端の金華111i中および塩屋埼i中で高

く， 50-200トン/絹を示した。資源量指数はこの期

の後半lこ急速に高まり，最高債を示し，主群の来遊が

うかがわれた(図11-1)。

1985年には八戸沖から犬吠埼沖まで沿岸域が暖水

(lot;以上)に広く覆われ，その沖合いに親潮第2分

校系の冷水が黒埼沖から塩屋埼i'l'に差し込んでいた。

漁場は冷水域内からその先端の黒埼ー金'*111南東沖に

幅広く形成され，八戸沖から黒埼i'l'の暖水域内，鹿島

灘i中の暖水域内にも形成された。 CPUEは北上暖水

(100mi軍15'C) と第2分枝系の冷水域の潮境の常磐

北部i'l'で50トン/網J-J上の海区がみられたが，ほかの

海区では50トン/網未満と低かった。 CPUEはこの却l

の終わりから急速に高まり，越冬期のはじめに最高値
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を示していることから，主群の来遊は1984年よりやや

遅れていた(図11-2)。

1986年には親潮第 1分校の勢力が強く，その先端は

三陸南部の39'N付近にまで張り出していた。また，

親潮第2分校系の冷水 (100mi束10-WC)が金華山

i中の暖水塊を迂図し，塩屋埼れl'から犬吠埼i中に接岸し

ていた。 I席、場は親潮第 I分校の先端の三陵中部i中から

金華山i中の暖水塊の縁辺部 (100m深 5-15'C) と，

親潮第2分枝系冷水の先端の塩屋埼ー犬吠埼i中に形成

された。 CPUEは大部分の海区で50トン/網以上であっ

た。 CPUEはこの期の終わりから越冬期にかけてふた

たび高まった(図11-3)。したがって，主苦手の来遊は

前 2 年より早く，後続群の手~遊もみられたことから，

来遊量水準も前2年より高かったものと推察される。

来遊経路は，前期(索餌南下期 1)にみられた親潮第

2分枝先端の?魚場から金華山暖水塊の西側縁辺部に沿っ

て三際南部沿岸に南下したものと考えられる。また，

一部の群れは沖合いから金華山i中暖水塊の東側を通り，

塩屋埼ー犬吠埼海域に来遊したものと思われる。

1987年には親潮第2分校系の冷水 (100m深2-10 

'C) は三陸沖暖水塊を迂回し，三陸南部海域から犬吠

埼j中に強く差し込んでいた。 漁場は主として三陸南部

i'l'から犬吠埼i'l'に差し込んだ冷水域に形成された。マ

サハ魚群は1985年と同様に分散しており，その主な分

布は親潮第2分校系の冷水の南側縁辺部(loomi栗9

-!O"C) に沿って50トン/網の海阪がわずかにみられ

たが，ほとんどの海区で50トン/網未満であった(図

11-4)。

以上を整理すると，マサパは各年ともFI1以上のも

のが索餌南下期 Iよりも増加し50%以上を占める頃か

らCPUEが高くなっている。 1985年を除いて，当初，

成魚、が主に現れ，この群が漁場を離れていなくなった

後，未成魚、主体となるが，次の回遊群となる越冬期に

移行する直前に，ふたたび成魚主体の群れが来遊して

いる。

一方， 1985年には全期間，成魚主体で経過した。と

くに，漁期後半に魚体が大型化している。主群は1984

年， 1985年， 1987年の各年には索餌南下期Hの後半か

ら越冬期にかけて来遊したが， 1986年には索餌南下期

Hの前半に来遊した。 CPUEIま三陸北部海域に親潮第

1分校の冷水 (100m深 5'C)が接岸する年にはj魚場

が集中して漁獲宥度は高くなり，一方，三陸北部海域

にi暖水域が広がっていると漁場が分散して低くなる傾

向がみられる。なお，平均漁場水i昆は13-18'Cである

が， 15'C前後がもっとも多い。

ハ)越冬期'J(11月下旬ー12月下旬) (図12-1，2，3，4)

越冬期に来遊する魚群はいずれの年も漁期当初，成

魚主体であり，移動速度が早<，短期間で未成魚主体

に変わってしまう。 12月中旬以降， ?I相場は犬l火埼南東

i中まで拡大され，この海域が主漁場となる。この回遊

群は， 1986年を除いて12月中下旬には成魚、主体で出現

していた。 漁場は親潮系冷水域と津軽暖流域内にも形

成されるが，その中心は各年ともに塩屋埼以南の200

m等深線以浅の暖水域 (100m深15'C)内にあった。

平均漁場水温は14-20'Cの範閤内であったが，その中

心は16-18'Cであった(図12-1，2，4)。

1984-1986年のように暖水 (100m深15'(;)の波及

がある年には資源量指数は徐々に低下していき， 12月

後半に一時的な高まりがみられる(図12-1，2，3)。一

方， 1987年のように冷水が強くさし込む年には，資源

量指数は急速に低下していき，マサパは早期に犬吠埼

南東i中以南の海域に移動することが推察された(図12

4)。

2)たも抄い漁業

図13-15に1984-1988年の聞の 1-6月にたも抄い

および釣によって漁獲されたマサバの生活年周期別の

密度分布と黒潮流路を示した(千葉水試ほか )。

なお，たも抄い漁期のマサパの生活年周期は，それ

ぞれ「越冬期J，I産卵期J，I索餌北上期Jに相当して

いる。

イ)越冬期(1月上旬-2月下旬， 3月上旬) (関13

-1，2，3，4) 

1984年にはこの時期にマサパはまったく現れず，漁

場は形成きれなかった。当時，黒潮は八丈島の東側を

北上するD型で流れ，伊豆諸島域全体が冷水に覆われ

ていた。

1985年には新島東i中に漁場が形成されたが， CPUE 

はきわめて低かった。当時，黒潮は八丈島の西側を北

上し，伊豆諸島海域では銭洲一三宅島の北側を流れる

B型であった。漁場水温は一時16'C台に低下したもの

の概ね17-18'Cであった。

1986年には大室出しから新島東沖に漁場が形成され

た。黒潮は三宅島付近を北東に流れるN型流路から八

丈島の東側を北上するC型流路に移行し， ifl場水温は

17-19'C台から低下し，後半には14-15'C台になった。

1987年および1988年にはひょうたん瀬に漁場が形成

された。黒潮は八丈島の西!~qを北上し， 1987年はA型，

1988年はB型流路で安定していた。漁場水温は17-18

℃台であった。なお， 1986-1988年の 3年間には，越

冬期にCPUEと資源量指数はたも抄い漁期でもっとも
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高くなった。また，資源量指数の高い日数は年によっ

て異なり， 1986年には 4日間， 1987年には 3日間，

1988年には12日間続いた。このことからも， 1988年の

マサバの来遊量水準が高かったことが伺われる。 1986

-1988年の越冬期に現れたマサパの魚体は，資源量指

数が高くなる直前には未成魚主体 (FL30cm未満)で

あったが，資源量指数が高い期j聞には成魚の出現割合

がきわわめて高くなり，たも抄い漁期間で，中大型魚

(35叩 FL以上)の出現割合がもっとも高かった。し

かし，その後資源量指数が低下しはじめると，ふたた

び未成魚の出現が増加した。とくに，越冬期に漁場水

温が急激に低下した1986年には，成魚は姿を消し，ほ

とんど未成魚のみになった。

ロ)産卵期 (3月上中下旬-4月上中旬) (図14-1，2，

3，4) 

1984年には越冬期に引続き漁場が形成されなかった。

黒潮は引続き C型で，伊豆諸島域では低温であった。

1985年には三宅島西側を中心に，ひょうたん瀬，銭

洲に漁場が形成された。黒潮はC型流路であったが，

漁場水温は漁期前半に高温の18'C台を示したが，徐々

に低下して16'Cとなったが，後半にはふたたび上昇し

てWC台を示し， J:lt麦安定した。

1986年には銭洲，ひょうたん瀬，三宅島周辺に漁場

が形成された。黒潮はD型流路を示し，伊豆諸島海域

では銭洲一ひょうたん瀬付近を流れていた。その後は

C型流路となった。この年の漁場域は， D型流路のと

きは銭洲一ひょうたん瀬， c墨!流路のときは三宅島周

辺であった。 漁場水温は一時17-18'Cであった。

1987年にはひょうたん瀬に漁場が形成された。黒潮

はA型流路で. 7;組場水温は一時16'C台になったものの

33 
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親潮第一分枝先端緯度

図16 10月の親潮第一分枝先端位置と索餌南下期Eに

おけるマサパのCPUEとの関係

概ね17-19'Cであった。

1988年にはひょうたん瀬，大島一手Ij烏i中，三宅島周

辺に漁場が形成された。黒潮はB型から一時C型とな

り，ふたたびB型となった。漁場域は，黒潮がB型の

時ひょうたん瀬と大島一新島東i'flにあり， c型からB

型に移行する時三宅島周辺に変わった。漁場水j鼠は漁

期前半には18'Cあったが，以後徐々に低下し，後半に

はふたたび昇温し， 18-20'Cであった。

以上の結果を総合すると，産卵期におけるマサパ漁

場は，黒潮がC型のとき三宅島周辺に， D型のとき銭

洲一ひょうたん瀬に， A型のときひょうたん瀬に， B 

型のときひょうたん瀬と大島一新島東i中にあり，それ

らはいずれも黒潮内側縁辺部である。また， CPUEは，

1985年にはこの時期にもっとも高かったが， 1986-

1988年には越冬期を下回っていた。資源量指数は産卵

盛期に高いが，その前後で低下している。魚体は，産

卵期前半に成魚の出現割合が多いが，後半になると未

成魚の出現割合が多くなり，さらに索餌北上期直前に

は未成魚主体となっていく。なお，産卵群は1985年に

は中大型魚 (35cmFL以上)と中型魚、 (30-35cmFL)

がほぼ同じ割合で出現していたが， 1986-1988年には

中型魚主体であった。

ハ)索餌北上期 (4月上中句-6月下旬) (図15-1，2，

3，4，5) 

1984年にはひょうたん瀬，勝浦i中に漁場が形成され

た。黒潮はC型で，漁場水温は漁期はじめ15-16tで，

後半には20-22'Cになった。

1985年には勝浦i中を中心にひょうたん瀬に漁場が形

成された。黒潮はC型で，漁場水温は18-22'Cで1あっ

た。

1986年には三宅島周辺に漁場が形成された。黒潮は

C型で，漁場水温は17'C台であった。

1987年にはひょうたん瀬と平Ij島に漁場が形成され，
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黒潮は引続き A型であった。漁場水温は，漁期はじめ

17'(;台であったが次第に昇温し，後半に20-220

Cとなっ

た。

1988年には大室出しに分布がみられた。黒潮はB型

で，漁場水i昆は18-190Cであった。

資源量指数は， 1984-1985年および1987年にはきわ

めて低かった。 1986年には当初高かったが，急速に低

下した。また， 1988年には高水準であった。

魚体lま， 1984年には成魚主体で，中大型魚の割合が

高かった。 1985年には概ね未成魚主体であったが，一

時成魚主体の時期もみられた。 1986年には漁期中全般

に未成魚主体であった。 1987年には未成魚主体で，一

時成魚主体もみられた。 1988年には資源量指数が高い

期間は成魚主体であったが，その後未成魚主体となっ

た。

論議

従来，マサパ成魚の生活年周期はKGの季節変化を

中心に区別されていたが，これにFI(内臓付着脂肪量

指数)を組み合わせると，次のようにマサバの生活年

周期を詳しく説明できるようになる。

たも抄い(一部，釣りを含む)によってi魚獲された

マサバの平均FIの値は 1月の l前後から，ほぼ直線的

に低下していき， 2月上旬から 3月下旬に最低 (0.1)

となる。 FI7iぎ0.6からO目 3に減少していく 2月上中旬に，

KGは急速に高くなり， 3-4月に最高に達する。

KGの季節変化からみた 1-6月のマサバの魚群分

布には2つのパターンがみられる。すなわち， 1985-

1987年には，まき網漁場域にKGの高い産卵群が分布

していた。一方， 1988年にはまき網漁場域から釣の漁

場域までKGがやや高いほほ同じ群れが分布していた。

なお， 1984年の場合，主産卵場であるはずの伊豆諸島

海域が冷水塊に覆われて産卵に不向きな環境であった

ため，マサパは産卵回遊には向かわず，本来，越冬場

であるまき網漁場域にとどまった群れが多かったもの

と推察される。

次に各回遊群ごとの集合様式と漁場環境を考察する。

索餌南下期1， IIにおける1975年以前の道東海域で

のマサバの分布は，概ね次のとおりである。すなわち，

7月に成魚群が来遊し，その後， 8-9月には未成魚

群が来遊し， 9 -10月にふたたび成魚群が来遊してい

る。そして，未成魚は沿岸域に，成魚は沖合域にそれ
7)，8) 

ぞれ偏って分布している(佐藤 )。

しかし， 1976年以降，この海域マサパが現れず，代

わってマイワシが本格的に来遊するようになってから

は，マサバ成魚の分布域は，さらに東偏・沖合化しこ

の海域に来遊しなくなったものと考えられる(漁業情

報サービスセンター})。そして，来遊資源量が高水

準だった1975年のまき網漁業による索餌荷下期の漁場

形成を 9-11月の密度分布でみると，索喜IC南下期 Iに

あたる 9月に釧路沖の親潮威内と北上媛水の先端域の

聞に主漁場があり，このほか，八戸沖の津軽暖流域に

も漁場が形成されていた。 10月に入ると，道東漁場は

襟裳岬南i'j>まで西に広がり， CPUEはこの期間の最高

値(191トン/網)を示した。索餌南下期Eにあたる

11月には八戸沖の津軽暖流域内を中心とした三陸北部

海域に，漁場が形成された。

しかし，低水準となった1984-1987年には索餌南下

期工， IIにマサパは沖寄りの親潮第2分校に沿って沿

岸域に来遊してくるものが多く，高水準期の来遊経路

とは際だ、って異なっている。また，主群の来遊時期も

遅くなり，索餌南下期Eから越冬期 (11月後半一12月)

が主漁期となっている。 CPUEは三陸北部海域に親潮

第l分校系の冷水 (100m深 5'(;)が接岸する年には

高くなり，漁場は三陸南部海域に集中している。一方，

暖水域が三陵北部海域に広がっている年にはCPUEは

低くなる傾向がある。

1982-1987年における親潮第 1分校の先端位置

(100m深における水温50Cを親潮勢力の指標とみな

す)と索餌南下期EのCPUEとの関係を図示すると

(図16)，高い負の相関(標本数6，相関係数-0.869)

が認められた。これは，高水準期の三陸沖におけるマ

サパの漁場形成は，親潮第1分校が強勢の時は魚群が

早めに南下して漁況が低調になり，一方，北上暖水の

強い時は魚群が遅くまでとどまって豊漁となるとして

いる佐藤。の見解と異なっている。このことは，高水

準期には暖水域全体にマサパの分布が広がっていても

分布密度はさほど低下せず，かえって漁場域が広がっ

て魚群の滞留を促すことから，漁況にプラスに働く。

しかし，低水準期においては暖水域が存在する年には

漁場が分散してしまいマサパの分布密度は低下するが，

沿岸域へ親潮が強く張り出す年には分布域を縮小させ

て，好漁場を形成する。このように，来遊量水準の相

違によって，マサバの漁場形成や漁況の指標が極端に

変化していることが明らかになった。

1985-1988年の越冬期には，伊豆諸島海域では黒潮

は銭洲一三宅島付近を流れており， 4年間ほほ同様な
3)， ~)， 5)， 6) 

i.((¥場環境であった(千葉水試ほか )。たも抄いに

よる漁場域はいずれの年も，大室出し，新島東i中，ひょ

うたん瀬に限られていた。そして， CPUEと資源量指
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数は， 1985年には低かったが， 1986-1988年には他の

回遊群よりも高かった。各1J~の!.((\)羽直前の l 月後半の
>01 

黒潮の型をみると (1青水 )， 1985年には伊豆諸島北

部海域は冷水に覆われていたが， 1986-1988年には黒

潮が漁場域に近接した流路で流去していた。したがっ

て，たも抄い漁期前の越冬期前半に黒潮が近接してい

なければ，越冬期後半に資源量指数， CPUEともに低

くなるものと推察される。

産卵期における各年のマサパの集合様式は次のとお

りである。

1985-1988年には産卵盛期に資源量指数が高まった。

黒潮流路がA型のときにはひょうたん瀬， B型のとき

にはひょうたん瀬と大島一新島東沖， c型のときには

三宅島周辺， D型のときには銭洲一ひょうたん瀬で，

いずれの漁場も黒潮内側縁辺部にある。 1985-1988年

の産卵期後半に，一時小型魚 (FL30cm未満)主体と

なった時期があるが，この時期の尾叉長25-29cmの小

型魚でも， KG5以上の個体が多く，低水準期にはこ

れらの小型魚でも成熟し，産卵に関与している可能性

が高い。

また，資源量水準が高かった1977年当時の産卵群は

大室出し一銭洲海域に広く漁場が形成されていたが，

低水準になった1985-1988年には漁場域は不安定で，

かっ狭い。

産卵期間は，高水準期の1977年には52臼関であった

が，低水準期の1987年には37日間で，半月も短くなっ

ている。また，低水準になってから産卵期に入る時期

が年によってまちまちで，かつ，産卵期間は大幅に短

くなっている。

要約

1) 1984年 1月から1988年6月に得られたマサパの体

長，体重，性別，生殖腺重量，腹腔内付着脂肪量

をしらベ，マサパ成魚の生活年周期を区分した。

また， 1984-1987年の 9-12月に三隆一房総i中で

操業したまき網漁船の船問漁獲量情報 (QRY)

延203日4，784投網分，および1984-1988年の 1-

6月にたも抄い漁船12隻の延193日1，317操業分の

漁獲量情報から，目別に漁場別CPUE，それらを

累計した資源量指数などが求められた。

2)マサパ成魚のFIとKGは逆相関の形で季節変化し

ている。

Flfi直は索餌南下期にもっとも高く，越冬期にや

や低下し，産卵期に最低になった。そして，索餌

北上期にはFJは徐々に高くなっていた。

35 

3)来遊資源量は1980年以前は高水準を維持していた

が， 1981年以降， 1988年まで低水準のまま経過し

ている。

4) まき網漁業による 9-12月の漁獲量は高水準期に

は50万トンを維持してきたが，低水準期には30万

トン前後となり，かっ盛漁期も遅くなった。

5)たも抄いによる漁獲量は，低水準期には 1-3万

トンであった。漁期前半の漁獲割合カ鴇・ぃ年には，

総漁獲量は高くなり，低い年には漁獲量は少ない

傾向がみられた。

6)索餌南下期1. IIにマサパは，親潮第2分校に沿っ

て来遊していた。主群は， 1986年を除いて索餌南

下期Eの後半から越冬期の初めに来遊した。

索餌南下期1. IIの漁場域は100m水温で5-15

℃で，三陸北部海域に親潮第 1分校系の冷水

(100m深5"C)が接岸するとCPUEが高くなり，

媛水域が三陸北部海域に広がっていると低くなる

傾向がみられた。索餌南下期EのCPUEと10月の

親潮第 1分校の先端位置の聞には負の相関がみら

れた。

7)越冬期の漁場の中心は，塩屋f奇以南の200m等深

線以浅の媛水域 (100mI5"C前後)であった。越

冬期の資源量指数は，前半に黒潮がC型であった

1985年には低い値であった。

8)産卵期の漁場は黒潮の型と対応して内側域に形成

された。たも抄い漁期における資源量指数は，産

卵盛期にもっとも高くなっていた。
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